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研究成果の概要（和文）：　3大学においてアクション・リサーチを実施し、最終版「遊び／ドラマ／演劇連続
体による保育者資質としての感性の育成プログラム」を作成した。
　日本乳幼児教育学会第25回・第26回大会自主シンポジウムと研究発表で研究成果を発表した。さらに、研究成
果の一部として「授業と通して保育者資質としての『表現力の育成―演劇的手法の可能性に着目して－」が、
『保育士養成』に掲載された。研究成果を報告書にまとめ、研究の一部を『乳幼児教育学研究』に投稿した。

研究成果の概要（英文）：     This study developed the program of Students' Sensibilities in Early 
Childhood Education with Play/Drama/Theatre Continuum through Action Research.
     We have presented the research results at the symposia and presentations at the 25th and 26th 
Conferences of the Japanese Society for the Education of Young children.  The part of the research 
was published in Research of Early Childhood Education & Care Teacher Training. The research results
 were put together and organized into the report.Also the part of the research result was 
contributed to The Japanese Journal for the Education of Young Children.   　 

研究分野： 演劇教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

（１）労働経済学者ヘックマンの研究により、
良質な就学前教育を受けた子どもは、大人に
なってからの経済的豊かさを獲得できるこ
とが明らかにされた。この研究により、欧米
では、就学前教育に対する助成金が急増した。
その影響の一つとして、イタリアのボローニ
ャで毎年開催されている乳幼児のための演
劇と文化国際フェスティバルがある。このフ
ェスティバルによって、乳幼児のための演劇
がヨーロッパで発展し、さらに世界的に普及
している。 

（２）日本の保育者養成における「児童演劇」
の授業は、演劇作品上演を目的にする傾向が
ある。しかし、保育者資質としての感性を育
成するためには、子どもの遊びとドラマ／演
劇を関連づけた体系的プログラムが必要で
ある。さらに、アクティブ・ラーニングと結
び付けたアクティビティの開発が求められ
ている。 

 

２．研究の目的 

 保育者に必要な感性を明らかにし、遊び／
ドラマ／演劇連続体の考えにもとづく活動
を通して、保育者資質としての感性を育成す
るためのプログラムを開発することである。 

 

３．研究の方法 

（１）理論研究は、「感性」と「遊び」につ
いて検討し、保育者資質としての「感性」と
「遊び／ドラマ演劇連続体」の定義をする。 
（２）最新のドラマ／演劇研究の先行研究を
検討する。 
（３）保育者養成をしている 3 大学の授業に
おけるドラマ／演劇活動の事例研究をする。 
（４）以上のことを踏まえて仮説「遊び／ド
ラマ／演劇連続体による保育者資質として
の感性の育成プログラム」を作成し、実践す
る。観察方法は自然観察法である。アクショ
ン・リサーチによりプログラムの実践・修正
を繰り返し、最終プログラムを作成し、報告
書にまとめ、保育者養成教員向けワークショ
ップを実施する。 
 
４．研究成果 
（１）平成 27 年度の先行研究と仮説プログ
ラムを実践し、記録し、検討し、修正するア
クションプログラムの実施を通して、最終版
「遊び／ドラマ／演劇連続体による保育者
資質としての感性育成プログラム」を開発し
た。 
（２）日本乳幼児教育学会第 26 回大会自主
シンポジウム「大学教育におけるアクティ
ブ・ラーニングを考える－演劇的手法を活用
した授業展開の可能性－」において、小林・
椛島・木村・花輪の 4 名は、本研究の研究成
果を発表した。木村は、ギルと中村雄二郎の
感性のとらえ方を総括し、類似点を指摘した。
椛島は、学生の感性を育成するための前提と
して、学生の「きくこと」の能力の重要性を

指摘した。花輪は、学生の叙事的表現から抒
情的表現への変換の重要性を指摘した。小林
は、アクティブ・ラーニングとしてのドラマ
活動というアクティビティの体験をナラテ
ィブに記述することの重要性を指摘した。さ
らに小林は、個人発表の「遊び／ドラマ／演
劇連続体による保育者資質としての感性の
育成プログラムの開発（２）」において、記
録としてポートフォリオを導入する必要性
を指摘した。 
（３）ボローニャの乳幼児のための演劇と文
化国際フェスティバルの実施調査において、
俳優が劇場内に乳幼児を招き入れるところ
から演劇作品が始まり、最後は乳幼児が舞台
に上がり舞台装置等を使って遊ぶまでが、演
劇作品の一連の流れになっていることを明
らかにした。俳優は、乳幼児と直接的にコミ
ュニケーションしたり、物語の登場人物とし
て乳幼児と間接的にコミュニケーションし
たりしていた。ここから、乳幼児のための演
劇の俳優は、即興性が求められることを明ら
かにした。したがって、乳幼児のための演劇
作品は、子どもの遊びを基盤にしていて、乳
幼児が自然に演劇の想像世界に入っていけ
るようになっていた。さらに、俳優は登場人
物になったり、俳優になったり自由に想像世
界と現実世界を行き来していた。俳優は、乳
幼児に登場人物になっている過程を見せた
り、モノを見立てる過程を見せたり、乳幼児
を演劇作品に参加させたりしていた。つまり、
遊び／ドラマ／演劇連続体という考えを体
現している演劇作品がボローニャでは多数
上演されていた。 
（４）カンタベリー大学（NZ）とウーロンゴ
ン大学（オーストラリア）における保育者養
成プログラムと幼児教育施設の保育実践と
保育記録について実地調査を実施した。ニュ
ージーランドの「テ・ファリキ」に基づくポ
ートフォリオとラーニング・ストーリーによ
る記録は、日本の演劇的手法を導入した授業
の記録に応用できることを明らかにした。学
生の保育者資質として感性を育成するため
には、アクティビティを体験するだけでなく、
グループ・ディスカッションにより振り返り
を行い、学生が一人でラーニング・ストーリ
ーを含むポートフォリオを作成することを
繰り返すことが重要であることを明らかに
した。 
（５）2 年間の研究過程と研究成果を研究成
果報告書にまとめた。さらに、日本乳幼児教
育学会研究雑誌に本研究の研究成果につい
ての論文を投稿した。 
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